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 熊本県水俣市は、川内原発から３５～５０㌔圏内に殆どの市域が入る位置にある。そんな水

俣にすぐお隣の鹿児島県出水市から、避難者 6,645 人を受け入れるという計画があることが新

聞に掲載された。私たちは３,１１以降、原発反対集会や学習会などに参加してきたが、それ以

降は避難計画に的を絞って新たな会を起こし行動を開始した。 
 

★行政への要望行動 

 水俣市とはこの間何度も面談し、市長や担当職員との話し合いを続けてきた。しかし、飯舘

村と同じ位置関係にあることの危機感はまったくなく、福島の現実すら把握できていない。 

 また、熊本県へも申し入れを行った。一つは、受け入れ市となっている水俣市での説明会の

開催。その回答は、熊本県は避難計画の策定主体ではないとそっけないものであった。 

 しかし、そんな県ではあるが、「川内原子力発電所に係る熊本県・関係４市町対策推進会議」

を設置、「川内原子力発電所の安全対策及び防災対策に係る要望」をまとめ国に提出している。

内容は大きくは安全対策と防災対策についてであるが、再稼働については国の責任の明確化と

住民及び自治体への丁寧な説明と理解を得る努力を要望している。が残念なのはその回答を国

に対して強く要求していない事である。 
 

★アンケート調査の実施 

 ７月下旬から８月初めにかけて、水俣市の世帯数 12,000 世帯の内 5,090 世帯を対象にアンケ

ート調査を実施。設問は、もし自分達が避難をしなければいけなくなったときにどうするか、

といった内容で、水俣市独自の避難計画策定の要・不要、川内原発の再稼働に賛成・反対まで

聞いた。その結果、避難計画については「必要」５９％、また再稼働については「反対」５５％、

「賛成」７％の回答があった。 

 アンケートからは、福島の事故から原発の恐ろしさやその影響が長く続く事を学び、自分達

の暮らし方を変える必要を感じている人々の姿が見えてきた。何も学んでいない行政との差が

如実に現れた調査だった。このアンケート結果は 9 月の市議会でかなり取り上げられ、暑い中

みんなで手分けして配ったかいがあった。 
 

★避難所の調査 

 出水市からの避難者は水俣市内２８箇所の施設に避難する計画だが、受け入れる施設の状況

はどうなっているのか、色々な項目を設けて調査した。例えば、バリアフリー化・駐車場・収

容人数に対する避難者数・周辺環境等々、福島で問題になった事も含め調査した。 

 結果は、一人当たりの床面積が最低で２.１㎡の所や、駐車場がない施設、100%の収容率とい

うような、ただ人数を割り振っただけの計画であることが判明した。そして、その後に問題と

なってきたのが、災害危険箇所にある避難施設である。水俣市の場合、該当するところが何箇

所もあり、市は今年度中に見直す計画と言っているがどうなるのか。 
 

★水俣病の教訓 

 水俣病の最大の教訓は、「予防原則」ではないか。かつて、チッソの排水が原因と判っていな

がらも停止せず被害が拡大した。今、熊本県や水俣市は関係自治体としての立場にある。その

立場を最大限生かして、国に対して「悲劇をくりかえすな」と進言してほしい。それが、かつ

て汚染の拡大をとめる事が出来なかった事への責任の取り方ではないのか。   
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地域・
自治会名

人数
一人面
積

1 公民館・分館 3 洗切町 300 17 下水流・荘 272 2.1 Ｐ・一人面積

2 一小体育館 5 陣内 342 50 下水流・荘 320 3.2 Ｐ・一人面積

3 水俣市公民館 3 地震△ 浜町 100 53 荘・荒崎 81 6.7

4 深川体育館 31 中鶴 210 10 高尾野・石坂 205 3.0

5 水東小体育館 29 初野 370 30 高尾野・表上他 312 3.0 Ｐ・一人面積

6 もやい館 3 牧ノ内 300 190 下水流・ｳｯﾄﾞﾀｳﾝ 292 14.2

7 緑東中体育館 70 土砂△ 葛渡 316 10
高尾野・
下高尾野下

311 2.2 Ｐ・一人面積

8 旧三中体育館 6 平町 444 60 高尾野・唐笠木 426 3.1 一人面積

9 総合体育館 4 中央 1000 77 下水流・上水流 1000 13.5

10 水俣高校第２体育館 16 南福寺 286 26 江内・浦窪 284 3.0 駐車場

11 ５区公民館 3 地震× 旭町 20 × 下水流・上水流 20 8.3 駐車場なし

12 西生院 3 地震× 旭町 30 8 下水流・上水流 30

13 南部館 25 袋 400 40 下水流・星原他 駐車場

14 袋小中体育館 3 袋 368 50 下水流・西水流

15 石坂川体育館 124 土砂△ 石坂川 194 20 江内・旧番所他 117 5.0

16 葛彩館 55 葛渡 126 30 江内・荒崎

17 桜野集会所 60 薄原 26 10 江内・荒崎

18 石坂川集会所 117 地震× 石坂川 46 23 江内・上浦窪

19 葛渡集会所 85 葛渡 24 × 江内・上浦窪

20 湯の鶴温泉センター 150 地震△ 湯出 50 60 江内・段 50

21 湯出小体育館 135 土砂× 湯出 240 30 江内・連尺野他 210 3.5

22 久木野小体育館 198 土砂× 久木野 268 20 江内・木牟礼他

23 23区集会所 190 地震× 久木野 66 江内・木串

24 おれんじ館 51 月浦 50 10 江内・南方 54 14.2

25 二中体育館 2
洪水
高潮×

塩浜町 470 50 江内・小島他 443 2.4 Ｐ・一人面積

26 一中体育館 16 土砂△ 古城 358 50 野田・中郡 292 3.7

27 武道館 3 八幡町 400 70 野田・屋地他 331 8.9

28 二小体育館 4
洪水
高潮×

栄町 354 20 野田・上餅井 303 3.5 駐車場

出水市避難者受け入れ施設調査一覧表　　　　　　　　　　　　原発避難計画を考える水俣の会作成

№ 施設名(水俣市）
海抜
ｍ

不適
災害

所在地 収容人数 駐車台数
出水市避難者

問題点
（Ｐ－駐車場）

324

753

154

61


